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強磁性体と常磁性体の接合系において、スピン流（スピン角運動量の流れ）に付随する様々な

物理現象が発見・開拓されている。その一つの例として、熱流によるスピン流生成現象であるス

ピンゼーベック効果が挙げられる[1]。スピンゼーベック効果は従来の熱電効果とは異なり磁性絶

縁体においても発現することから、基礎物理研究のみならず、将来の熱電変換応用を目指した研

究も近年盛んに行われている[2]。 

スピン流-熱流変換の相反性から、スピンゼーベック効果には逆効果も存在する。これはスピン

ペルチェ効果と呼ばれ、強磁性体/常磁性体接合界面に流れるスピン流によって誘起される熱流生

成現象である。スピンゼーベック効果と同様にスピンペルチェ効果も磁性絶縁体において発現可

能であり、Flipse らの微細薄膜熱電対を用いた測定によって 2014 年に初めて実験的に観測された

[3]。しかし、スピンペルチェ効果の微視的なメカニズムは明らかにされておらず、スピン流によ

る温度変調機構の解明に向けた系統的な実験研究が希求されている。 

本講演では、スピンペルチェ効果によって生成された温度変化を、ロックイン・サーモグラフ

ィ法により熱画像として観測した結果について報告する。試料には、常磁性金属 Pt/フェリ磁性絶

縁体 Y3Fe5O12 (YIG)二層構造を主に用いた。Pt 層のスピンホール効果によって YIG 層にスピン流

を注入した際に、Pt/YIG 界面近傍にスピン流の符号に依存した明瞭な発熱/吸熱信号が生じている

ことを確認した。本研究では、このスピンペルチェ効果の可視化技術を駆使して系統的な実験を

行い、スピン流注入によって強磁性体/常磁性体界面に誘起される温度変化の空間分布や符号を明

らかにした。本結果は、スピンペルチェ効果の微視的起源を解明する上で重要な指針となり得る

ものである。 
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